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味をもつのであろうか。

:本街は，諸学説の検討を通じて，帝国主義論を世界 

資本主義という独自な対象の措定から出発すベきこと 

をちきらかにしている。.その方後’として，上向法的な 

胰問を志向しな/パらも， したがって，理論的•体系的 

な股關をni指しながらも，*■資本論』体系のごとく原 

研!的な厳密な法則屁0 ロとはしがたいという共通な認識 

に逹しているように考えられる。この点では，木術の 

構成に大きな影響を与えていると思われる前掲佐藤金. 
三郎氏め所説をー步すすめるものと評価したい。しか 

し，帝国主義論が理論的紐格をもつ以上，論理の,間妞 

'はお^)そかにできるものではなし。帝国主義論が， 

く侦向的迚格〉をもつ:plUhを，明確に示す必要は依然と 

して残’っているとみたい。.
そこで，方法措築の意義を考えると，それは帝M 主 

義論が，资木屯義の段階的転化の認識を根庇に据える 

べ銓ものであるという視点と，帝国主義論が一個の則 

論的性格をもたねばならぬとぃう视点との対抗的関係 

をいかに統一してゆくかというア.ポリアを解くことに 

あるということなので t i なかろうか。そして， このア 

ポリア.を打間してゆく方法は，既 成 の 「ノ上;も 「流通」 

といった视点を護持することによっては果しうるもの 

ではなく，世界资本丰茏における競今関係の把拆とい 

う独自な問題領域を設定サ1る必要がある。一国的用生 

鹿過积は， これによって世界的な苒生廣榀造の一環と 

して存立しうることを解明しうることになるであろう。 

( 1 9 6 9  年 3  月刊 ’‘ A 5  • 2 6 4  頁 . 3 6 0  円） ：

飯 田 裕 康

評

J . S • デューゼンベリ，G . フロム 

L ;  R . ク 乡 イ ン ， K ク ー 編

『ブ ル ッ キ ン グ ス • モ デ ル 』（第 .3 部 )
, —— 若干め追 i)H研究報锊一一

T h e  B r o o k i n g s  M o d e l ;  S o m e  F u r t h e r  R e s u l t s ,  
e d i t e d  b y  J .  S .  D u e s e n b e r r y ,  G . F r o m m , L .  R .  
K l e i n  a n d  E .  K u h ,  N o r t h - H o l l a n d  P u b l i s h i n g  
C o m p a n y ,  A m s t e r d a m ,  L o n d o n , 1 9 6 9 ,  p p . 5 1 9 .

敝後， アメリ力合衆国の経済を記述する経济モデル

が，つぎつぎと作られた。 L . IしK l e i n を中心とする 

ギスト•ケインジアンの人々がェコノ  メトリツク.モ 

デルを実際に作って動がしてみせた功級は非常に大き 

* い。ァメリ力合衆国の経済に関するKleiiv 士デルあ 

るいはK le in - G o ld b e r g e u，ゼデルは既悴読者になじみ 

深い.想•である。.その後,' こ.の趣の-'1•コノ メ トリ、シク.‘.*. 
モテ:ルは，イギリス，「丨木をはじめ沢山の国C(経済に 

ついて作製された。

. . . . .こ.の種の— 述の .本.コ.ノ メト..リック. モデルの特徴は.， 

原理的にはケインズがマクロの経済現象に関して示し 

た均衡原迹勾用いているとこちにある。■ケインズ理論 

の特質の一つは消费阐数の概念の州い方に象徴的にあ 

らわれているように，新古典派的なミク料経済主体の 

均衡理論の世界で解き明かされてV、る理論を， マクロ ' 
経済の記述説明の道具‘として使ってみせていることで 

ある。長い間，この前提ほ，当然のこととしてボスト•ケ 

インジ / ンの経済学の支柱となって来た。 しかしなが 

ら, ミグロの世界 ' ^ 確立され/とことぽそのままマクロ 

の世界の與理であると考えること自体，’本当は必らず 

しも正しぐない。個人に■とっては所得のうちの消嫂し 

残した部分が貯蓄であっても，経済全体としての貯褚 

が投資に一致するときめてかかることには疑問がある j  
今まで # 国民所得勘妃のテ : - - タマをそのように(貯蒂 

と投資が均等するように）作成していたからよいような 

もの9 ， もし鹆费者主体均衡の因式の中に将来財とそ 

の価格の概念を導入すれば，従来の勘定体糸はもはや 

われわれが分析の対象，とするデ一' ターたり得なく:なづ v 
てしまうン冋じように，仮りにミクロの丨i t 界ヤ企業主 

体の投資行動を説明する理論閃武を用意しても，それ . 
をそのままマクロの世界の投資決定方程式として用い 

ることは誤りのようであるB なぜならば，個 々の企業 

主休の投資決意と，投資決意をしてから投資行為が宪 

了するまでの時間は一様でな-く，かなり広い分布を持 

って® り, マクロの投資a とはこうした分布の時間的 

な推移を各時点で切断してみている火きさだからであ 

る’。 '
• このように，新]ir典派的なミクロの迎論が示し得る 

癌結をマクロの现論の世界に援用することは決、して雄. 
純な合計操作を加えることではない。ポスト• ケイン， 

ジアンのマク口现論が持っていたこの錯覚は，いわゆ 

令集i f f理 論 （a g g r e g a t io n  t h e o r y ) の分野で；礎的な.検 

討を.加えられて来ており， また一方では新古典派綜合 

( N e o c la s s ic a l  s y n t h e s i s )のf i _ として考えられている。
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2.

この問題に真正 i ® からとり組んで， ミクロの主体均 

衡分析とその集許過裡の分析をへてマクロの経済モデ 

ルを紺み上げるという大作業を行なった人々が “ た。 

いわゆる B r o o k i n g s  M o d e l め作製者達である。 この 

大計圆は，はじめ  S o c i a l  S c i e n c e  R e s e a r c h  C o u n c i lの 

資金で 1 9 6 1 年に発足して， 1 9 6 3 年 か ら は N a t i o n a l  
S c i e n c e  F o u n d a t i o n  の资金で . B r o o k i n g s  I n s t i t u t i o n  を 

中心に多くの大学から優れた研兜渚が参加して続けら 

れた。生 産 *投 資 に 関 し て は D . W .  J o r g e n s o n ,  R .  
E i s n e r ,  P .  D a r l i n g ,  M . C . L o v e l l , M .  D u t t a  が，‘消费 

渚均衡については  S .  J .  M a i s e l ,G .  R .  S p a r k s ,  J .  S .  D u b -  
s e n b e r r y 等が，所得分布，貨金輝用の決矩に関しては

E .  K u h ,  C . L .  S c h u l t z e ,  J .  L . T r y  o n ,  S .  L e b e r g o t t  等 

が参加した。その他，外国贸易，農業，金融沏政等の 

問題を .• R .  R .  R h o m b e r g ,  L .  B o i s s o n n e a u l t ,  K» A .  F o x ,  ■
F .  D .  L e e u w ,  A .  A n d o ,  E .  C . B r o w n ,  E .  W .  A d a m s  
等が担当し，描計間題と集計問題については L . R .  
K l e i n ,  F .  M . F i s h e r ,  C . C . H o l t ,  Y .  S h i n k a i ,  R .  H a l l  
等が参加した。 . ， •

この研究作業は初めV a r i a b l e  s y s t e m と称して各ブ ‘ 
ロックの分析を独自に進めたので..モデル全体として 

の c o n s i s t e n c y が保たれるかどうかが懸念されたのセ 

あったが，最終的には 2 0 0 本の方程式からなる巨大な 

モデルの i d e n t i f i a b l e な同時推矩に成功したのであヮ 

このまさに b ig  s c i e n c e と呼ぶにふさわしい企て 

は，副産物として巨•大なデータ™  o パソクを残しアこ‘* 
このデータ一•，パンクゆ世界的にデ一ター•パンクの 

S 耍性についての認識を高めると同時にデ一ター • パ 

ンクの一つの典型を示したという意味で高く評価すベ 

きである4 , ；

この大作業の成果は，既に下荜の 2 冊の齊物として 

刊行されている .  ‘
⑴  T h e  B r o o k i n g s  Q u a r t e r l y  E c o n o m e t r i c  M o d e l  o f  

t h e  U n i t e d  S t a t e s ,  e d i t e d  b y  J .  S .  D u e s o n b e r r y ,
G . F r o m m ,  L .  R .  K l e i n ,  B .  K u h ,  N o r t h - I I o l l a n d  
P u b l i s h i n g  C o m p a n y ,  A m s t e r d a m ,  1 9 6 5 ,  7 9 0  p a g e s .

⑵ . P o l i c y .  S i m u l a t i o n s  w i t h  a n  E c o n o m e t r i c  M o d e l ,  
e d i t e d  b y  G . F V o m m , P .  T a u b m a n .  N o r t h - H o l l a n d  
P u b l i s h i n g  C o m p a n y , '  1 9 6 8 , 1 9 5  p a g e s .

このようにして作製された巨火なB r o o k i n g s  M o d e l  
は， よくあるように作りっ放しで放蹬されているので 

はなく, 継統的に検討と改良を加え続けているところ

にもう一つの_ 徵がある。最近ではモデルの各部分の 

スペシフイケイシヨンに根本的な改轉を施こすために.， 

1 % 8 年 3 月にこの研究計圆の新旧スタヅフが备諮を如 

いで，研究 9 作業方針を討議した，そこで打ち出され 

たものは，最近のアメリカ合衆国の国際収支バラシス， 

の槠造的な悪化の傾向を反映して，財政，金融等の部 

‘ 分の改善と，従来 8 部門であった部門分削を 3 , 5 部門 

に助やす構想とを含む大幅な改善であっ た。この構想 

によると従来 20C!本の方程式からなっていたこのモデ 

ルは一挙に杓 1 0 0 0 本の方程式を含むも、っ i 巨大なも 

のになる。 しかし* 2 0 0 本の方程式の-右デルを.作製し， 

捅矩し，動かす過程で彼等が蓄殺した経済规論と拙矩 

理論と推定の垮の計筧テクニックおよび訐算プログラ 

ムに鑑みて， このグループの人々は充分の自信を持っ 

ているようにみえる。

前置きが長くなったが，ここに紹介する T h e  B r o o k ­
in g s .  M o d e l ;  S o m e  F u r t h e r  R e s u l t s はこめトi 犬な，そ 

して優れて継続性のある研究プロジヱタトの‘プログレ.， 

ス.レポートである。この大計画をその発圮丨/丨時がら 

押し進めて来た中心的な指導;者の一人であるE d w i n  
K u h が第I 章で便概を述べている。 第n 章から飨V 
草は消費支出，所得分布，’ 財政，金融に関して従籴の 

モデル（B U S E M  1965としT：知られるプルツキングス- 
モ デル） の弱点を補なう為の研究を収録しているu Us 

、VI章と第VE章では, L. R .  K l e i n ,  G . F r o m m ,  A .  L .  N a g a r  
の三人が再びこの巨大なモデルの解法とシミュレ一シ . 
ヨンについて報告しているa 以下，収録されている個 

々の論文を一つずつ見て行こう。 ，

笫 n 章では M . C. L o v e l l，が亩货店の販売， 在服 

発注の行動を分析している。 7 店の代表的亩貨0 のデ 

一ターを用いて在_ 蛩，発注残高，费用，’新规発?J-:商 

.等の.決妃方裡式t r - 組の问時矩產カ程式系としてjjljj宠 

■.している。. ，こ.の分祈がその:ま.ま. B rook丨ngs..M odel...<6中.,.‘..
に組み込やるとは思えないが，適当なアグリゲーシヨ 

ンをへて小売 • ；货店部門のサフ: ブロタクが党成する‘' 
であろう* '

現代アメ 力経済の特徴の一つである耐久消费財の

消費湛金融（割賦販売）の褀象は，従来の B r o o k i n g s  
M o d e lの中でも宙動雄をはじめ5 猶顏の方程式で説叨丨 

されていた。M . K .  E v a n s と A .  K i s s e l g o f fはこの部. 
分の苒推訃を行なっているa 同時に分析の対象を成げ 

て消费者金融市場方程式は全部で1 7本とがった4 従

79 (1291)
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. 、 来から丨:彳動难購入の消费者洽融カ和式にっいては，' 可 

勉分所役p 効果がはっきりと测られているのに反して 

由動卑保冇台数と支私い額の屮の割賦金の割合と io間 

のコリニアリテイのために思うような推走ができない 

，という闲難が ‘ ったが， この問題は，今度の論文でも 

未解決のようである。ぅ 

飨 m 窣の第 3 論 文 で あ る D. T. K r e s g eの “Price 
, and Output: A  Modified'approach” は道贺である。 も. .  

ともと Brool^ingiiの I’9 6 5年モデルは国庑所’得ベース 

，の生産m と础格を I /O 表の附加価艏ベースに変換する 

いわゆる j ンバーターを実際に作ってみせた先駆的栄 

锊をになって i 、る。 19 6 5年モデルではK b in, Shinkai 
の. ハ人か自己相関法(Auto.Regressive Correlation) を相 

' いて強行したのだが，Kresge 0 この論文では，各期ご 

とに偭格と数m のゥュイトの co n sis ten cyを保っため .' 
.に反夜相関 ...(itorative_ correlation).の方法を採づて.い 

っ..,;;，斧。,.'：f .ギリ..:スの ..S tone等が示した . RAS...法 1と共に， こ 

の分析の方向は I /O 表の係数の補問の乎続きを大きく 

進涉させるであろう。

• 飧m窜の所得分イ丨i分析の章では，P. Dhrymesが労 

働fAr§̂函数を測史している？従来,の Broolcings Model 
Cは線Mの生逾丨细数から導出した労働需耍面数を；！■十测 

していた。Dhrymesは* CES生鹿函数から襟びかれ 

る労陴盅耍囫数をモデルの屮ピ組み込む丄夫を示して 

いる。ラグを持った投資が労働少産性に影響するよう: 
に碑.宛して，Brookings Modelグループの大きな；級 

の一っである投資ラダとの関係が腸表的に扱かえるよ 

うにな.っ.た。：..
企業所得や財產所得をはじめとする非貨全所得 ‘は， 

従 来 の Brookings M od elでは暫定的に外生変数とし .
■:て取かっ.て'いた。しの部分への接近を.M, D, McCarthy 
が行なっている。特に企樂所得の決沄には現行税制度 

と減価彼却法を’モデルの’中に正確に組み込む必要があ;》

っ（，それぞれA tr o 'vや Jorgensonの先駆的.な.研究...'. 
があるのだが，M ccarthyの淪文によってこの分蚜の 

木格的な炎証分析が開始ざれたとみてよい。

• 第1 は财政部門モデルの二っの追加研究を収録し 

ている。浊邦政价や州政府の税収を決妃する方程式群 

は 前 の Brookings M od elでも遺要な内生的政策変数の

...在.割.を來たLてV、た。R Taubmaivは従来のModelで■ 
’ は統計的なフィットに頼ってぃた税収方狍式を; :現爽, 
の税制度をできるだけ边実にコピーした，矩義式に近 

ぃ方程式系で•説明しようとしてぃる。勿論, 依然と'して 

殆んど全部问紐式に頼ってほぃるが（そして中丨こは随分 

低ぃ枏関係数を得てぃるものもあるが)，この試みは今 

後当銥q 方向とし'受け容れられ各で b̂ろぅ。 : 
第V宰は金融部|"jブはックに関する二つの’対称的な 

論文を収録している。E. deLeeuwの論文は従来19本.. 
の方程式からなってぃたモデルの金融市場ゾロック.を 

改めて6 木の方程式でまとめ'ようとしてぃる。，Leeuw 
は単にモデルを縮小.しようとしてぃるのヤはなく金融 

市場の現象め汕象の方法の変更を提案して!;、るのであ 

る。反対に S. H, Goldfeld は従来の Brookings Model 
の弱点であ> った企業部門の流動性需翅の理論の部分を 

改设するために以前よりずらと詳細なキデルを指向し 

ている。 -•
改设された B r o o k i n g s  M o d e lは前述の j：うに方捉式 

の敫デ増えて，それだけま:線型の組み合わせも複雑に 

なって行く航向にある。第 V丨章ではしR_ K l e i n と G . 
F r o m m が条件付き• め大型の行列沾算を中心に， この 

巨-犬なモデルの解法を論じ，A . L .  N 叫a r が作製した 

計筇プログラムを用ぃて推定‘行なってぃる。 .こ...のモ .
デルを州いて，第 W?武 ( K le in )で 19 6 4年の減税6 効 

采を.検?讨するな H の..、ン.ベ: . ュ レ， .シヨ_ンを行な 'っている。 

1 9 6 4年の減税は，それを行なわなかった場合丨こ比べ、

て約 1 0 0偾ドルほど G N P を 聰 (丨丨きせ0, 5 ポィントほ 

ど失粟を減ずる効來を持フたと結論してぃる。 .
経済モデルの性能とその背後に骰かれてv、る仮説の 

蟫終的な検証は，モデルの予測能力を通じて行なわれ 

るとぃ !).盘味で， この'巨夫な実験の評価は，今後の予 

測能力を兒守らな# ; K ば下せもぃ：けれども , Brook- 
ings M odel9 大きな功按は，新*典派的な原理をでき 

る限.り修正してマクロモデルの中に組み込んで来た試 

みにあり， またモデル の改皮の作業が依然としで絞け . 
られている点にある。 ビツグ《サイ丄ンスムしての経 

済モデル分相の共同研究作業の餘大な典型セ，あるどい 

つてよいであろう。 ' 一

鳥 居 泰 彦 ’
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The British Labour Movement and Industrial Relations 
in 1860’s Centering1 Around the Establishment
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Union Congress (1)of the Trades
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The 1860’s are generally called the “hibernating” period of labour movement. As was said 
by Friedrich Engels, they are probably the time when the spirit of the Owenism oJri830，s and 
the Chartisn  ̂ 6f 1840，s were entirely slipped from the peopled mind, and the working class was 
picking with gratitude the bread crumbs falling from the bourgeois table of the Golden Victorian 
Age. '

This depiction of the labour movement at that time conveys a partial truth, but it is certainly
overlooking an important aspect of the labour movement when we remember that the 1860*8 in
England and Europe were the time when some interrelated epoch-making events happened one
after another, such as the. International Exposition of London in 1862, the polish struggle for
independence in 1863, the .International Workingmen^ Association of 1864, that is； the grand
inauguration convention of the First International in London. Enhancing the international spirit
of solidarity to an unprecedented degree, these affairs proved very useful in the cause of labour- 

.movement.
On the other side, the skilled artisans, led by  the Junta, which had been formed by such 

persons of the national craft unions, as George Odger, Robert Applogarth, Edwin Coulson/ Daniel- 
Guilo and William Allan, directed the labour movement controlling over labor market and ef­
fectively maintaining1 the high wage p o l i c y . '

Surveying the Jabour movement of England like this, we recall the remark rightly said by 
Engels that the labour class of England was a “labour aristocracy”.

The labour movement as described above embraced the all sorts of. internal contradictions. 
For example, in spite of the fact that tjhe labour movement should be treated as none but a de 
ア似0 legal affair, not only the Trade Union Act was not enacted, but it was la te ly , affected 
^  the dictate of the so-called Master and Servant Act, and the labour disputes 'yvqro carried 
under its restrictions.

•Ag a result .of tho downfall of the Ghartist Movement in 1848, the manhood suffragfo was 
denied.to labour. As late as 1867 it was granted, but it was limited only to the household1’ 
suffrage. . '  ■

Under such a limited condition of human right, tlie Trades Councils wore set up all over the ：
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